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(57)【要約】
　本発明は、モバイル通信端末およびそれの無線周波電
力増幅器を制御するための方法を開示する。モバイル通
信端末は、信号処理モジュールと無線周波電力増幅器と
を含み、信号処理モジュールは、無線周波電力増幅器の
無線周波信号入力端に、データパケットの1つのグルー
プに対応する無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅
器のイネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に
出力し、信号処理モジュールが、第1の所定の持続時間
内にイネーブル信号入力端にイネーブル信号を出力する
ことを周期的に停止し、第2の所定の持続時間内に無線
周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも一片
に対応する無線周波信号を出力し、イネーブル信号入力
端にイネーブル信号を同期的に出力する。上記の開示し
た内容を使用することによって、本発明で開示する技術
的解決策は、モバイル通信端末の電力消費量を効果的に
低減しながら、アップリンクトラフィックチャネルの通
常の動作を保証することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立するモバイル通信端末であって、
信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、
　前記信号処理モジュールが、前記無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、データ
パケットの1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、前記無線周波電力増幅器の
イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力するように構成され、
　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無線周波信号が前記
無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、前記信号処理モジュ
ールが、第1の所定の持続時間内に前記イネーブル信号入力端に前記イネーブル信号を出
力することを周期的に停止し、第2の所定の持続時間内に前記無線周波信号入力端に、パ
イロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号を出力し、前記イネーブル信号
入力端に前記イネーブル信号を同期的に出力するように構成され、前記第1の所定の持続
時間が、前記基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケット
の前記グループとデータパケットの前記別のグループとが、前記アップリンクトラフィッ
クチャネルを介して送信される必要があるデータパケットである、モバイル通信端末。
【請求項２】
　前記無線周波信号入力端に、データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信
号を出力した後に、前記信号処理モジュールが、プリセット延長持続時間内に前記イネー
ブル信号入力端に前記イネーブル信号を出力し続けるようにさらに構成された、請求項1
に記載のモバイル通信端末。
【請求項３】
　データパケットの前記グループと、データパケットの前記別のグループと、前記パイロ
ットデータとが、1つまたは複数の無線フレーム中に記録される、請求項1に記載のモバイ
ル通信端末。
【請求項４】
　前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号入力端に入力される、データパケットの
前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対応
する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線周
波信号とに対して電力増幅処理を実行するように構成された、請求項1に記載のモバイル
通信端末。
【請求項５】
　前記モバイル通信端末が、アンテナをさらに含み、前記無線周波電力増幅器が、無線周
波信号出力端をさらに備え、前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号出力端を使用
することによって前記アンテナに、前記電力増幅処理の後のものである、データパケット
の前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対
応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線
周波信号とを送るように構成され、前記アンテナが、前記基地局に、前記電力増幅処理の
後のものである、データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号と、データ
パケットの前記別のグループに対応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少
なくとも一片に対応する前記無線周波信号とを送るように構成された、請求項4に記載の
モバイル通信端末。
【請求項６】
　モバイル通信端末の無線周波電力増幅器を制御するための方法であって、前記モバイル
通信端末が、基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立し、前記モバイル通信
端末が、信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、前記方法が、
　前記無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、データパケットの1つのグループに
対応する無線周波信号を出力し、前記無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネ
ーブル信号を同期的に出力するステップと、
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　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無線周波信号が前記
無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、第1の所定の持続時
間内に前記イネーブル信号入力端に前記イネーブル信号を出力することを周期的に停止し
、第2の所定の持続時間内に前記無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも
一片に対応する無線周波信号を出力し、前記イネーブル信号入力端に前記イネーブル信号
を同期的に出力するステップであって、前記第1の所定の持続時間が、前記基地局のパイ
ロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケットの前記グループとデータパ
ケットの前記別のグループとが、前記アップリンクトラフィックチャネルを介して送信さ
れる必要があるデータパケットである、出力するステップと
　を含む、方法。
【請求項７】
　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後に、前記イネーブル信号が、プリセット延長持続時間内に前記イネーブル
信号入力端にさらに出力され続ける、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　データパケットの前記グループと、データパケットの前記別のグループと、前記パイロ
ットデータとが、1つまたは複数の無線フレーム中に記録される、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号入力端に入力される、データパケットの
前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対応
する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線周
波信号とに対して電力増幅処理を実行する、請求項6に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイル通信端末が、アンテナをさらに含み、前記無線周波電力増幅器が、無線周
波信号出力端をさらに備え、前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号出力端を使用
することによって前記アンテナに、前記電力増幅処理の後のものである、データパケット
の前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対
応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線
周波信号とを送り、前記アンテナが、前記基地局に、前記電力増幅処理の後のものである
、データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記
別のグループに対応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に
対応する前記無線周波信号とを送る、請求項9に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、2012年11月5日に中国特許
庁に出願された「MOBILE COMMUNICATIONS TERMINAL, AND METHOD FOR CONTROLLING RADIO
 FREQUENCY POWER AMPLIFIER THEREOF」と題する中国特許出願第201210436138.7号の優先
権を主張する。
【０００２】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、モバイル通信端末およびモバイル通信端末に
基づいて無線周波電力増幅器を制御するための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　モバイルフォンおよびパーソナルハンディフォンシステムなどのモバイル通信端末では
、電力増幅処理は、無線周波電力増幅器(RFPA、Radio Frequency Power Amplifier)を使
用することによって無線周波信号に対して実行される必要があり、次いで、無線周波信号
は、アンテナを使用することによって基地局に送られる。したがって、無線周波電力増幅
器は、通常は、モバイル通信端末中で最大量の電力を消費するモジュールであり、無線周
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波電力増幅器の動作モードが適切に制御され得れば、電気量が節約されて、電力消費量を
低減し、スタンバイ時間を長くすることができる。
【０００４】
　図1を参照すると、図1は、従来技術における無線周波電力増幅器のピンの概略図である
。図1に示すように、無線周波電力増幅器は、イネーブル信号入力端ENと、無線周波信号
入力端RF_inと、無線周波信号出力端RF_outと、電源入力端VDDとを備えている。電源入力
端VDDは、電力を供給するために電力供給を取得し、無線周波信号入力端RF_inは、無線周
波信号を取得する。イネーブル信号入力がイネーブル信号を取得すると、無線周波電力増
幅器は、動作状態に入り、取得された無線周波信号に対して電力増幅処理を実行し、無線
周波信号出力端RF_outから出力し、イネーブル信号入力端ENがイネーブル信号を取得しな
いと、無線周波電力増幅器は、休止状態に入り、取得された無線周波信号に対して電力増
幅処理を実行しない。休止状態での無線周波電力増幅器の電力消費量は、動作状態での無
線周波電力増幅器の電力消費量よりもはるかに小さくなる。
【０００５】
　図2を参照すると、図2は、従来技術における無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力
端ENにおけるイネーブル信号の入力のシーケンス図である。従来技術では、モバイル通信
端末は、基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立し、モバイル通信端末は、
アップリンクトラフィックチャネルを介して基地局にアップリンクデータ信号を送る。図
2に示すように、持続時間0～T1'内に、イネーブル信号が、イネーブル信号入力端ENに入
力され、無線周波電力増幅器は動作状態に入り、その間に、アップリンクトラフィックチ
ャネルが確立され、モバイル通信端末は、基地局に、アップリンクトラフィックチャネル
を確立するために使用されるシグナリングに対応する無線周波信号を送る必要がある。し
たがって、無線周波電力増幅器は、アップリンクトラフィックチャネルの確立を保証する
ために無線周波信号に対して電力増幅処理を実行する必要がある。
【０００６】
　持続時間T1'～T2'内に、イネーブル信号が、イネーブル信号入力端ENに入力され、無線
周波電力増幅器は正常に動作し、その間に、モバイル通信端末は、基地局にデータパケッ
トのグループを送る必要があり、ここで、データパケットのグループは、送られる前に無
線周波信号に変調される必要があり、電力増幅処理が無線周波信号に対して実行される。
したがって、その間に、無線周波電力増幅器がデータパケットのグループに対応する無線
周波信号に対して電力増幅処理を実行するのを可能にする必要がある。
【０００７】
　アップリンクトラフィックチャネルが確立された後、データパケットは、概して、連続
的にではなく間欠的に送られる。すなわち、データパケットのグループの送信が完了した
後、データパケットの別のグループが生成され、アップリンクトラフィックチャネルを介
して基地局に送られる前に、ある時間期間の間待つ必要がある。
【０００８】
　したがって、従来技術では、データパケットのグループの送信が完了したときの時間と
データパケットの別のグループが生成されるときの時間との間の持続時間T2'～T3'内に、
イネーブル信号入力端ENへのイネーブル信号の出力が停止され、その結果、無線周波電力
増幅器は休止状態に入る。しかしながら、データパケットの別のグループが生成されると
、イネーブル信号はイネーブル信号入力端ENに出力され、その結果、無線周波電力増幅器
は動作状態に入り、無線周波電力増幅器は、データパケットの別のグループに対応する無
線周波信号に対して電力増幅処理を実行し、それによって、エネルギー節約を実施する。
【０００９】
　データパケットの別のグループに対応する無線周波信号に対する処理が完了した後、イ
ネーブル信号入力端ENへのイネーブル信号の出力が持続時間T4'～T5'内で停止され、その
結果、無線周波電力増幅器は休止状態に入り、アップリンクトラフィックチャネルが除去
される必要がある時間T5'において、イネーブル信号が、無線周波電力増幅器を使用可能
にするために出力され、それによって、電力増幅処理が、無線周波電力増幅器中で、アッ
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プリンクトラフィックチャネルを除去するために使用されるシグナリング信号に対応する
無線周波信号に対して実行され得ることを保証する。アップリンクトラフィックチャネル
が除去された後、すなわち、時間T6'において、イネーブル信号の出力が停止され、無線
周波電力増幅器が動作するのを停止する。
【００１０】
　電力消費量を低減する目的を達成するために、従来技術では、無線周波電力増幅器は、
アップリンクトラフィックチャネルがアイドル状態にある持続時間T2'～T3'内および持続
時間T4'～T5'内に休止状態にあるように制御されるが、しかしながら、無線周波電力増幅
器の電力増幅処理は、パイロットデータに対応し、その間にモバイル通信端末によって生
成される無線周波信号に対して実行され得ず、その結果、基地局は、通常、パイロットデ
ータに対応し、モバイル通信端末によって送られる無線周波信号を受信することができず
、したがって、無線周波信号に従ってチャネル品質を評価することができない。この場合
、基地局が、パイロット検出タイムアウト持続時間を超える時間間隔内に、パイロットデ
ータに対応する無線周波信号を検出しない場合、基地局は、モバイル通信端末がオフライ
ンであり、アップリンクトラフィックチャネルが異常に終了したと判断し、ダウンリンク
トラフィックデータチャネルをアクティブに閉じ得、その結果、データサービスの呼ドロ
ップが発生し、それによって、通信品質が劣化する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本出願によって主に解決される技術的問題は、モバイル通信端末およびそれの無線周波
電力増幅器を制御するための方法の実施形態を提供することであり、これは、電力消費量
を効果的に低減しながら、アップリンクトラフィックチャネルの通常の動作を保証するこ
とができる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　第1の態様によれば、モバイル通信端末が提供され、モバイル通信端末は、基地局との
アップリンクトラフィックチャネルを確立し、モバイル通信端末は、信号処理モジュール
と無線周波電力増幅器とを含み、信号処理モジュールは、無線周波電力増幅器の無線周波
信号入力端に、データパケットの1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、無線
周波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力し、データパケ
ットのグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力された後の時間と、
データパケットの別のグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力され
るときの時間との間の持続時間内に、信号処理モジュールが、第1の所定の持続時間内に
イネーブル信号入力端にイネーブル信号を出力することを周期的に停止し、第2の所定の
持続時間内に無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線
周波信号を出力し、イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力し、第1の所
定の持続時間は、基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケ
ットのグループとデータパケットの別のグループとは、アップリンクトラフィックチャネ
ルを介して送信される必要があるデータパケットである。
【００１３】
　第1の態様の実装方法に関して、第1の可能な実装方法では、無線周波信号入力端に、デ
ータパケットのグループに対応する無線周波信号を出力した後に、信号処理モジュールは
、プリセット延長持続時間内にイネーブル信号入力端にイネーブル信号をさらに出力し続
ける。
【００１４】
　第1の態様の実装方法に関して、第2の可能な実装方法では、データパケットのグループ
と、データパケットの別のグループと、パイロットデータとが、1つまたは複数の無線フ
レーム中に記録される。
【００１５】
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　第1の態様の実装方法に関して、第3の可能な実装方法では、無線周波電力増幅器は、無
線周波信号入力端に入力される、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、
データパケットの別のグループに対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくと
も一片に対応する無線周波信号とに対して電力増幅処理を実行する。
【００１６】
　第1の態様の第3の可能な実装方法に関して、第4の可能な実装方法では、モバイル通信
端末は、アンテナをさらに含み、無線周波電力増幅器は、無線周波信号出力端をさらに備
え、無線周波電力増幅器は、無線周波信号出力端を使用することによってアンテナに、電
力増幅処理の後のものである、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、デ
ータパケットの別のグループに対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくとも
一片に対応する無線周波信号とを送り、アンテナは、基地局に、電力増幅処理の後のもの
である、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、データパケットの別のグ
ループに対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周
波信号とを送る。
【００１７】
　第2の態様によれば、モバイル通信端末の無線周波電力増幅器を制御するための方法が
提供され、モバイル通信端末は、基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立し
、モバイル通信端末は、信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、本方法は、
無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、データパケットの1つのグループに対応す
る無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネーブル信号
を同期的に出力するステップと、データパケットのグループに対応する無線周波信号が無
線周波信号入力端に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無
線周波信号が無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、第1の
所定の持続時間内にイネーブル信号入力端にイネーブル信号を出力することを周期的に停
止し、第2の所定の持続時間内に無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも
一片に対応する無線周波信号を出力し、イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的
に出力するステップであって、第1の所定の持続時間は、基地局のパイロット検出タイム
アウト持続時間よりも短く、データパケットのグループとデータパケットの別のグループ
とは、アップリンクトラフィックチャネルを介して送信される必要があるデータパケット
である、出力するステップとを含む。
【００１８】
　第2の態様の実装方法に関して、第1の可能な実装方法では、データパケットのグループ
に対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力された後に、イネーブル信号が、プ
リセット延長持続時間内にイネーブル信号入力端にさらに出力され続ける。
【００１９】
　第2の態様の実装方法に関して、第2の可能な実装方法では、データパケットのグループ
と、データパケットの別のグループと、パイロットデータとが、1つまたは複数の無線フ
レーム中に記録される。
【００２０】
　第2の態様の実装方法に関して、第3の可能な実装方法では、無線周波電力増幅器は、無
線周波信号入力端に入力される、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、
データパケットの別のグループに対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくと
も一片に対応する無線周波信号とに対して電力増幅処理を実行する。
【００２１】
　第2の態様の第3の実装方法に関して、第4の可能な実装方法では、モバイル通信端末は
、アンテナをさらに含み、無線周波電力増幅器は、無線周波信号出力端をさらに備え、無
線周波電力増幅器は、無線周波信号出力端を使用することによってアンテナに、電力増幅
処理の後のものである、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、データパ
ケットの別のグループに対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくとも一片に
対応する無線周波信号とを送り、アンテナは、基地局に、電力増幅処理の後のものである



(7) JP 2015-530775 A 2015.10.15

10

20

30

40

50

、データパケットのグループに対応する無線周波信号と、データパケットの別のグループ
に対応する無線周波信号と、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号
とを送る。
【００２２】
　従来技術における状況とは異なり、本出願の実施形態におけるモバイル通信端末および
それの無線周波電力増幅器を制御するための方法によれば、アップリンクトラフィックチ
ャネルがアイドル状態にあるとき、無線周波電力増幅器を休止させるために、第1の所定
の持続時間内に無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端へのイネーブル信号の出力が
周期的に停止され、無線周波電力増幅器を動作させるために、第2の所定の持続時間内に
パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号が無線周波電力増幅器の無線
周波信号入力端に出力され、イネーブル信号がイネーブル信号入力端に同期的に出力され
る。無線周波電力増幅器が第1の所定の持続時間内に休止しているので、電力消費量が低
減され得る。第2の所定の持続時間内に、無線周波電力増幅器が使用可能にされ、パイロ
ットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力され、
その結果、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号が後続の処理のた
めに使用可能にされた無線周波電力増幅器に入力され得ることが保証され得、隣接する期
間において、パイロットデータに対応する隣接する無線周波信号間の時間間隔は、基地局
の、パイロットデータのための、パイロット検出タイムアウト持続時間よりも短い第1の
所定の持続時間であるので、基地局は、パイロットデータに対応する無線周波信号が第1
の所定の持続時間内に検出されないので、モバイル通信端末がオフラインであると判断せ
ず、それによって、アップリンクトラフィックチャネルの通常の動作を保証する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】従来技術における無線周波電力増幅器のピンの概略図である。
【図２】従来技術における無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端におけるイネーブ
ル信号の入力のシーケンス図である。
【図３】本発明の第1の実施形態による、モバイル通信端末の回路構造の概略図である。
【図４】本発明の第1の実施形態による、無線周波電力増幅器の電力供給のシーケンス図
である。
【図５】本発明の第2の実施形態による、モバイル通信端末の無線周波電力増幅器を制御
するための方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実施形態は、モバイル通信端末を提供し、モバイル通信端末は、基地局とのア
ップリンクトラフィックチャネルを確立し、モバイル通信端末は、信号処理モジュールと
無線周波電力増幅器とを含み、信号処理モジュールは、無線周波電力増幅器の無線周波信
号入力端に、データパケットの1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、無線周
波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力し、データパケッ
トのグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力された後の時間と、デ
ータパケットの別のグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端に出力される
ときの時間との間の持続時間内に、信号処理モジュールは、第1の所定の持続時間内にイ
ネーブル信号入力端にイネーブル信号を出力することを周期的に停止し、第2の所定の持
続時間内に無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周
波信号を出力し、イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力し、第1の所定
の持続時間は、基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケッ
トのグループとデータパケットの別のグループとは、アップリンクトラフィックチャネル
を介して送信される必要があるデータパケットである。
【００２５】
　本発明の実施形態は、モバイル通信端末の無線周波電力増幅器を制御するための方法を
さらに提供し、モバイル通信端末は、基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確
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立し、モバイル通信端末は、信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、本方法
は、無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、データパケットの1つのグループに対
応する無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネーブル
信号を同期的に出力するステップと、データパケットのグループに対応する無線周波信号
が無線周波信号入力端に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応す
る無線周波信号が無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、第
1の所定の持続時間内にイネーブル信号入力端にイネーブル信号を出力することを周期的
に停止し、第2の所定の持続時間内に無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なく
とも一片に対応する無線周波信号を出力し、イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同
期的に出力するステップであって、第1の所定の持続時間は、基地局のパイロット検出タ
イムアウト持続時間よりも短く、データパケットのグループとデータパケットの別のグル
ープとは、アップリンクトラフィックチャネルを介して送信される必要があるデータパケ
ットである、出力するステップとを含む。
【００２６】
　上記の技術的解決策を使用することによって、本発明の実施形態におけるモバイル通信
端末およびそれの無線周波電力増幅器を制御する方法は、モバイル通信端末の電力消費量
を効果的に低減しながら、アップリンクトラフィックチャネルの通常の動作を保証するこ
とができる。
【００２７】
　以下では、具体的な実施形態を参照しながら本発明の実施形態によるモバイル通信端末
およびそれの無線周波電力増幅器を制御するための方法について説明する。
【００２８】
　図3を参照すると、図3は、本発明の第1の実施形態による、モバイル通信端末の回路構
造の概略図である。図3に示すように、本実施形態では、本発明のモバイル通信端末10は
、信号処理モジュール101と、電力供給モジュール102と、無線周波電力増幅器103と、ア
ンテナ104とを含み、ここで、モバイル通信端末10は、アンテナ104を使用することによっ
て基地局(図示せず)とワイヤレス通信を実行する。
【００２９】
　無線周波電力増幅器103は、図1において説明した無線周波電力増幅器に一致し、無線周
波電力増幅器103は、イネーブル信号入力端EN'と、無線周波信号入力端RF_in'と、無線周
波信号出力端RF_out'と、電源入力端VDD'とを備えている。電源入力端VDD'は、電力を供
給するために、電力供給モジュール102から電源を取得し、無線周波信号入力端RF_in'は
、信号処理モジュール101から無線周波信号を取得し、イネーブル信号入力端EN'が、信号
処理モジュール101からイネーブル信号を取得すると、無線周波電力増幅器103は、動作状
態に入り、取得された無線周波信号に対して電力増幅処理を実行し、無線周波信号出力端
RF_out'から出力し、イネーブル信号入力端EN'が、信号処理モジュール101からイネーブ
ル信号を取得しないと、無線周波電力増幅器103は、休止状態に入り、取得された無線周
波信号に対して電力増幅処理を実行しない。休止状態での無線周波電力増幅器103の電力
消費量は、動作状態での電力消費量よりもはるかに小さくなる。
【００３０】
　図4を参照すると、図4は、本発明の第1の実施形態による、無線周波電力増幅器103のイ
ネーブル信号入力端EN'におけるイネーブル信号の入力のシーケンス図である。図4に示す
ように、図4では、水平軸は時間を表し、垂直軸は、イネーブル信号がイネーブル信号入
力端EN'に入力されるかどうかを表す。垂直軸の値が「0」であるとき、イネーブル信号が
イネーブル信号入力端EN'に入力されないことを示し、垂直軸の値が「1」であるとき、イ
ネーブル信号がイネーブル信号入力端EN'に入力されることを示す。
【００３１】
　図4に示すように、持続時間0～T1内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるた
めに、信号処理モジュール101は、無線周波電力増幅器103の無線周波信号入力端RF_in'に
、アップリンクチャネルを確立するために使用されるシグナリングに対応する無線周波信
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号を出力し、イネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。その間に
、モバイル通信端末10とのアップリンクトラフィックチャネルを確立することに対応する
ために、無線周波電力増幅器103は、無線周波信号に対して電力増幅処理を実行し、無線
周波信号出力端RF_out'からアンテナ104に電力増幅処理の後のものである無線周波信号を
出力し、アンテナ104は、基地局に無線周波信号を送り、無線周波信号を取得した後に、
基地局は、復調処理を介して、アップリンクチャネルを確立するために使用されるシグナ
リングを取得する。
【００３２】
　持続時間T1～T2内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるために、信号処理モ
ジュール101は、無線周波電力増幅器103の信号入力端に、データパケットの1つのグルー
プに対応する無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅器103のイネーブル信号入力端EN'
にイネーブル信号を同期的に出力する。その間に、無線周波電力増幅器103は、無線周波
信号に対して電力増幅処理を実行し、無線周波信号出力端RF_out'からアンテナ104に電力
増幅処理の後のものである無線周波信号を出力し、アンテナ104は、基地局に無線周波信
号を送り、無線周波信号を取得した後に、基地局は、復調処理を介して、データパケット
のそのグループを取得し、それによって、データパケットの転送を実施し得る。
【００３３】
　持続時間T2～T3内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるために、信号処理モ
ジュール101は、無線周波電力増幅器103の信号入力端に、データパケットのグループに対
応する無線周波信号を出力した後に、イネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を出力
し続ける。持続時間T2～T3は、プリセット延長持続期間であり、送信が完了される前に(
たとえば、信号処理モジュール101の出力は様々な理由により遅延する)、イネーブル信号
を無線周波電力増幅器103に出力するのを停止し、それにより、無線周波電力増幅器103を
休止状態に入れ、データ損失の状況を生じるのを回避するために、電力増幅処理のために
データパケットのグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端RF_in'に完全に
送られることを保証することを目的とする。
【００３４】
　本発明の代替実施形態では、プリセット延長持続期間は、必要に応じて設定されないこ
とがある。プリセット延長持続期間は、データ送信精度に対する要件が低いシステムによ
って必要とされるものとして設定されないことがある。
【００３５】
　持続時間T3～T4内に、信号処理モジュール101は、第1の所定の持続時間Toff内にイネー
ブル信号入力端EN'にイネーブル信号を出力するのを周期的に停止し、信号入力端に、パ
イロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号を出力し、第2の所定の持続時
間Ton内にイネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。持続時間T3～
T4内に、アップリンクトラフィックチャネルは、電力消費量を低減するためにアイドル状
態になり、この実施形態では、アップリンクトラフィックチャネルがアイドル状態にある
ときに無線周波電力増幅器103が休止状態を周期的に維持することができることを保証す
るために、イネーブル信号は、第1の所定の持続時間Toff内にイネーブル信号入力端EN'に
出力されるのを周期的に停止される。
【００３６】
　モバイル通信端末10が基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立した後、基
地局は、パイロットデータがモバイル通信端末10から取得されるかどうかを断続的に検出
し、パイロットデータが所定の持続時間内に取得されないとき、モバイル通信端末10がオ
フラインであると判断し、ここで、所定の持続時間は、パイロット検出タイムアウト持続
時間である。
【００３７】
　パイロット検出タイムアウト持続時間である時間間隔内にパイロットデータが検出され
ないので、モバイル通信端末10がオフラインであると基地局が判断するのを回避するため
に、本実施形態では、第2の所定の持続時間Ton内に、信号処理モジュール101が、信号入
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力端に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号を出力し、イネーブ
ル信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力し、第1の所定の持続時間Toffが、基地
局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短くなるように設定されるという設定を
行う。
【００３８】
　第2の所定の持続時間Ton内に、無線周波電力増幅器103が使用可能にされ、パイロット
データの少なくとも一片に対応する無線周波信号が無線周波信号入力端RF_in'に出力され
るので、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号が後続の処理のため
に使用可能にされた無線周波電力増幅器103に入力され得ることが保証され得、隣接する
期間において、パイロットデータに対応する隣接する無線周波信号間の時間間隔は、基地
局の、パイロットデータのための、パイロット検出タイムアウト持続時間よりも短い第1
の所定の持続時間Toffであるので、基地局は、パイロットデータに対応する無線周波信号
が第1の所定の持続時間Toff内に検出されないので、モバイル通信端末10がオフラインで
あると判断せず、それによって、アップリンクトラフィックチャネルの通常の動作を保証
する。
【００３９】
　持続時間T4～T5内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるために、信号処理モ
ジュール101は、無線周波信号入力端RF_in'に、データパケットの別のグループに対応す
る無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅器103のイネーブル信号入力端EN'にイネーブ
ル信号を同期的に出力する。データパケットの別のグループとデータパケットの上記のグ
ループとは、同じアップリンクトラフィックチャネルを介して送信される必要があるデー
タパケットであり、その間に、無線周波電力増幅器103は、無線周波信号に対して電力増
幅処理を実行し、無線周波信号出力端RF_out'からアンテナ104に電力増幅処理の後のもの
である無線周波信号を出力し、アンテナ104は、基地局に無線周波信号を送り、無線周波
信号を取得した後に、基地局は、復調処理を介して、データパケットのその別のグループ
を取得し、それによって、データパケットの転送を実施し得る。
【００４０】
　持続時間T5～T6内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるために、信号処理モ
ジュール101は、無線周波電力増幅器103の信号入力端に、データパケットの別のグループ
に対応する無線周波信号を出力した後に、イネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を
出力し続ける。持続時間T5～T6は、プリセット延長持続期間であり、送信が完了される前
に(たとえば、信号処理モジュール101の出力は様々な理由により遅延する)、イネーブル
信号を無線周波電力増幅器103に出力するのを停止し、それにより、無線周波電力増幅器1
03を休止状態に入れ、データ損失の状況を生じるのを回避するために、電力増幅処理のた
めにデータパケットのグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端RF_in'に完
全に送られることを保証することを目的とする。無線周波電力増幅器103の機能は、上記
の持続時間T2～T3内の機能に一致する。
【００４１】
　本発明の代替実施形態では、プリセット延長持続期間は、必要に応じて設定されないこ
とがある。プリセット延長持続期間は、システム要件によりデータ送信精度に対する要件
が高くない場合に設定されないことがある。
【００４２】
　持続時間T6～T7内に、信号処理モジュール101は、アップリンクトラフィックチャネル
がアイドル状態にあるとき、第1の所定の持続時間Toff内にイネーブル信号入力端EN'にイ
ネーブル信号を出力するのを周期的に停止し、信号入力端に、パイロットデータの少なく
とも一片に対応する無線周波信号を出力し、第2の所定の持続時間Ton内にイネーブル信号
入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。持続時間T5～T6内の信号処理モジュー
ル101と無線周波電力増幅器103との動作モードは、持続時間T3～T4内の動作モードに一致
し、詳細について、本明細書では繰り返し説明しない。
【００４３】
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　持続時間T7～T8内は、アップリンクトラフィックチャネルを除去するために必要な時間
であり、その持続時間内に、無線周波電力増幅器103を動作状態に入れるために、信号処
理モジュール101は、無線周波電力増幅器103の無線周波信号入力端RF_in'に、アップリン
クチャネルを除去するために使用されるシグナリングに対応する無線周波信号を出力し、
イネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。その間に、アップリン
クトラフィックチャネルを除去することに対応するために、無線周波電力増幅器103は、
無線周波信号に対して電力増幅処理を実行し、無線周波信号出力端RF_out'からアンテナ1
04に電力増幅処理の後のものである無線周波信号を出力し、アンテナ104は、基地局に無
線周波信号を送り、無線周波信号を取得した後に、基地局は、復調処理を介して、アップ
リンクチャネルを除去するために使用されるシグナリングを取得する。
【００４４】
　本発明では、説明しやすいように、アップリンクトラフィックチャネルが確立された後
の時間とアップリンクトラフィックチャネルの除去が開始する時間との間の持続時間T1～
T7内にアップリンクトラフィックチャネルを介して送信されるデータパケットを表すため
に、データパケットの1つのグループとデータパケットの別のグループとしか使用されて
いないことに留意されたい。しかしながら、実際の適用例では、データパケットの複数の
間欠グループが、通常は、アップリンクトラフィックチャネルを介して送られる必要があ
る。データパケットの複数の間欠グループは、特定の持続時間だけ離れて離間され得、特
定の持続時間内に、アップリンクサービス通信チャネルはアイドル状態になる。本発明の
着想によれば、特定の持続時間内に、信号処理モジュール101は、第1の所定の持続時間To
ff内にイネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を出力するのを周期的に停止し、信号
入力端に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号を出力し、第2の
所定の持続時間Ton内にイネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。
したがって、特定の持続時間内に、無線周波電力増幅器103は、第1の所定の持続時間Toff
内に休止状態に周期的になり得、基地局は、パイロット信号を検出することができ、それ
によって、電力消費量を低減するだけでなく、チャネルの安定性を維持することも保証さ
れる。
【００４５】
　さらに、データパケットの上記のグループと、データパケットの別のグループと、パイ
ロットデータとが、1つまたは複数の無線フレーム中に記録される。好ましくは、パイロ
ットデータの一片が1つの無線フレーム中に記録されることが望ましい。パイロットデー
タの一片が1つの無線フレーム中に記録されると、信号処理モジュール101は、第2の所定
の持続時間Ton内に無線周波信号入力端RF_in'にパイロットデータの二片に対応する無線
周波信号を出力し、第2の所定の持続時間Tonは、相応して、2つの無線フレームの持続時
間よりも長く設定され得、それによって、基地局が、第2の所定の持続時間Ton内でパイロ
ットデータの一片を少なくとも取得することができることを保証する。
【００４６】
　以下で、図5を参照すると、図5は、本発明の第2の実施形態による、モバイル通信端末1
0の無線周波電力増幅器103を制御するための方法のフローチャートである。図5に示すよ
うに、本方法は、以下のステップを含む。
【００４７】
　ステップ301:無線周波電力増幅器103の無線周波信号入力端RF_in'に、データパケット
の1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、無線周波電力増幅器103のイネーブル
信号入力端EN'にイネーブル信号を同期的に出力する。
【００４８】
　ステップ302:データパケットのグループに対応する無線周波信号が無線周波信号入力端
RF_in'に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無線周波信号
が無線周波信号入力端RF_in'に出力されるときの時間との間の持続時間内に、第1の所定
の持続時間Toff内にイネーブル信号入力端EN'にイネーブル信号を出力することを周期的
に停止し、無線周波信号入力端RF_in'に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する
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ブル信号を同期的に出力する。
【００４９】
　上記の第1の所定の持続時間Toffは、基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よ
りも短く、データパケットのグループとデータパケットの別のグループとは、アップリン
クトラフィックチャネルを介して送信される必要があるデータパケットである。
【００５０】
　上記のステップ301～302は図2に示した信号処理モジュール101によってすべて実行され
、上記のステップは、図2に示した実施形態において詳細に説明したので、詳細について
、本明細書では繰り返し説明しない。
【００５１】
　したがって、上記の開示した内容に基づいて、本発明で開示する技術的解決策によれば
、アップリンクトラフィックチャネルがアイドル状態にあるとき、無線周波電力増幅器10
3を休止させるために、第1の所定の持続時間Toff内に無線周波電力増幅器103のイネーブ
ル信号入力端EN'へのイネーブル信号の出力が周期的に停止され、無線周波電力増幅器103
を動作させるために、第2の所定の持続時間Ton内にパイロットデータの少なくとも一片に
対応する無線周波信号が無線周波電力増幅器103の無線周波信号入力端RF_in'に出力され
、イネーブル信号がイネーブル信号入力端EN'に同期的に出力される。無線周波電力増幅
器103が第1の所定の持続時間Toff内に休止しているので、電力消費量が低減され得る。第
2の所定の持続時間Ton内に、無線周波電力増幅器103が使用可能にされ、パイロットデー
タの少なくとも一片に対応する無線周波信号が無線周波信号入力端RF_in'に出力され、そ
の結果、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号が後続の処理のため
に使用可能にされた無線周波電力増幅器103に入力され得ることが保証され得、隣接する
期間において、パイロットデータに対応する隣接する無線周波信号間の時間間隔は、基地
局の、パイロットデータのための、パイロット検出タイムアウト持続時間よりも短い第1
の所定の持続時間Toffであるので、基地局は、パイロットデータに対応する無線周波信号
が第1の所定の持続時間Toff内に検出されないので、モバイル通信端末10がオフラインで
あると判断せず、それによって、アップリンクトラフィックチャネルの通常の動作を保証
する。
【００５２】
　上記の説明は、本発明の実施形態にすぎず、本発明の特許範囲を限定するものではない
。すべての等価な構造または本発明の明細書および添付の図面の内容に従ってなされるか
、または本発明を他の関係する技術分野に直接または間接的に適用することによってなさ
れる等価な処理の変更は、本発明の保護範囲内に入るものとする。
【符号の説明】
【００５３】
　　10　モバイル通信端末
　　101　信号処理モジュール
　　102　電力供給モジュール
　　103　無線周波電力増幅器
　　104　アンテナ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立するモバイル通信端末であって、
信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、
　前記信号処理モジュールが、前記無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、データ
パケットの1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、前記無線周波電力増幅器の
イネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期的に出力するように構成され、
　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無線周波信号が前記
無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、前記信号処理モジュ
ールが、第1の所定の持続時間内に前記イネーブル信号入力端に前記イネーブル信号を出
力することを周期的に停止し、第2の所定の持続時間内に前記無線周波信号入力端に、パ
イロットデータの少なくとも一片に対応する無線周波信号を出力し、前記イネーブル信号
入力端に前記イネーブル信号を同期的に出力するように構成され、前記第1の所定の持続
時間が、前記基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケット
の前記グループとデータパケットの前記別のグループとが、前記アップリンクトラフィッ
クチャネルを介して送信される必要があるデータパケットである、モバイル通信端末。
【請求項２】
　前記無線周波信号入力端に、データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信
号を出力した後に、前記信号処理モジュールが、プリセット延長持続時間内に前記イネー
ブル信号入力端に前記イネーブル信号を出力し続けるようにさらに構成された、請求項1
に記載のモバイル通信端末。
【請求項３】
　データパケットの前記グループと、データパケットの前記別のグループと、前記パイロ
ットデータとが、1つまたは複数の無線フレーム中に記録される、請求項1または2に記載
のモバイル通信端末。
【請求項４】
　前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号入力端に入力される、データパケットの
前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対応
する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線周
波信号とに対して電力増幅処理を実行するように構成された、請求項1から3のいずれか一
項に記載のモバイル通信端末。
【請求項５】
　前記モバイル通信端末が、アンテナをさらに含み、前記無線周波電力増幅器が、無線周
波信号出力端をさらに備え、前記無線周波電力増幅器が、前記無線周波信号出力端を使用
することによって前記アンテナに、前記電力増幅処理の後のものである、データパケット
の前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対
応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線
周波信号とを送るように構成され、前記アンテナが、前記基地局に、前記電力増幅処理の
後のものである、データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号と、データ
パケットの前記別のグループに対応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少
なくとも一片に対応する前記無線周波信号とを送るように構成された、請求項4に記載の
モバイル通信端末。
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【請求項６】
　モバイル通信端末の無線周波電力増幅器を制御するための方法であって、前記モバイル
通信端末が、基地局とのアップリンクトラフィックチャネルを確立し、前記モバイル通信
端末が、信号処理モジュールと無線周波電力増幅器とを含み、前記方法が、
　前記信号処理モジュールによって、前記無線周波電力増幅器の無線周波信号入力端に、
データパケットの1つのグループに対応する無線周波信号を出力し、前記信号処理モジュ
ールによって、前記無線周波電力増幅器のイネーブル信号入力端にイネーブル信号を同期
的に出力するステップと、
　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後の時間と、データパケットの別のグループに対応する無線周波信号が前記
無線周波信号入力端に出力されるときの時間との間の持続時間内に、前記信号処理モジュ
ールによって、第1の所定の持続時間内に前記イネーブル信号入力端に前記イネーブル信
号を出力することを周期的に停止し、前記信号処理モジュールによって、第2の所定の持
続時間内に前記無線周波信号入力端に、パイロットデータの少なくとも一片に対応する無
線周波信号を出力し、前記信号処理モジュールによって、前記イネーブル信号入力端に前
記イネーブル信号を同期的に出力するステップであって、前記第1の所定の持続時間が、
前記基地局のパイロット検出タイムアウト持続時間よりも短く、データパケットの前記グ
ループとデータパケットの前記別のグループとが、前記アップリンクトラフィックチャネ
ルを介して送信される必要があるデータパケットである、出力するステップと
　を含む、方法。
【請求項７】
　データパケットの前記グループに対応する前記無線周波信号が前記無線周波信号入力端
に出力された後に、前記イネーブル信号が、プリセット延長持続時間内に前記イネーブル
信号入力端にさらに出力され続ける、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　データパケットの前記グループと、データパケットの前記別のグループと、前記パイロ
ットデータとが、1つまたは複数の無線フレーム中に記録される、請求項6または7に記載
の方法。
【請求項９】
　前記方法が、
　前記無線周波電力増幅器によって、前記無線周波信号入力端に入力される、データパケ
ットの前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループ
に対応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記
無線周波信号とに対して電力増幅処理を実行するステップをさらに含む、請求項6から8の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイル通信端末が、アンテナをさらに含み、前記無線周波電力増幅器が、無線周
波信号出力端をさらに備え、前記方法が、
　前記無線周波電力増幅器によって、前記無線周波信号出力端を使用することによって前
記アンテナに、前記電力増幅処理の後のものである、データパケットの前記グループに対
応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグループに対応する前記無線周波
信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前記無線周波信号とを送るス
テップと、
　前記アンテナによって、前記基地局に、前記電力増幅処理の後のものである、データパ
ケットの前記グループに対応する前記無線周波信号と、データパケットの前記別のグルー
プに対応する前記無線周波信号と、パイロットデータの前記少なくとも一片に対応する前
記無線周波信号とを送るステップと
　をさらに含む、請求項9に記載の方法。
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